
宮
城
県
労
連
女
性
部
第
27
回

定
期
大
会
を
、
２
０
２
０
年
11

月
29
日
、
仙
台
市
戦
災
復
興
記

念
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
一
人
１

テ
ー
ブ
ル
と
な
る
広
さ
の
会
場

を
利
用
し
、
来
賓
は
「
な
し
」

と
し
ま
し
た
。

８
単
組
・
単
産
か
ら
委
任
状

を
含
め
て
22
名
の
代
議
員
と
宮

教
組
か
ら
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
出

席
が
あ
り
ま
し
た
。

討
議
で
は
、
「
女
性
セ
ン
タ
ー

の
活
動
は
『
明
る
く
楽
し
く
』
、

コ
ロ
ナ
で
ほ
と
ん
ど
活
動
が
で

き
な
か
っ
た
、
あ
き
ら
め
、
し

か
た
な
い
で
は
一
歩
も
進
め
な

い
、
要
求
し
続
け
る
・
声
を
上

げ
続
け
る
こ
と
が
大
切
」
（
宮

城
一
般
）
、
「
コ
ロ
ナ
で
病
院

は
数
千
万
円
か
ら
億
単
位
の
赤

字
、
医
療
従
事
者
は
ボ
ー
ナ
ス

カ
ッ
ト
等
に
よ
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
上
が
ら
な
い
、
燃
え
尽
き

症
候
群
で
自
死
も
出
て
い
る
、

ク
ラ
ス
タ
ー
を
発
生
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
、
自
分
が
感
染
源
に

な
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
精

神
的
ス
ト
レ
ス
も
あ
る
、
『
い

の
ち
署
名
』
に
協
力
を
」
（
医

労
連
）
、
「
コ
ロ
ナ
で
非
正
規

が
一
番
先
に
切
ら
れ
て
い
る
、

女
性
と
高
齢
者
の
相
談
が
多
い
、

民
青
が
実
施
し
た
学
生
へ
の
食

糧
支
援
に
協
力
し
た
」
（
青
年

ユ
ニ
オ
ン
）
、
「
国
土
地
理
院

で
は
、
災
害
伝
承
碑
等
の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
情
報
を
地
図
に
載
せ
る

よ
う
に
し
て
い
る
」
（
国
公
）
、

「
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
不
妊

治
療
休
暇
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
署
名
運
動
に
よ
っ
て
『
支

援
学
級
の
設
置
基
準
』
を
作
ら

せ
た
」
（
高
教
組
）
、
「
非
正

規
雇
止
め
問
題
へ
の
支
援
に
感

謝
、
組
合
へ
の
要
望
は
多
い
が
、

加
入
し
て
自
分
で
や
る
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
、
県
労

連
女
性
部
の
議
案
書
が
気
に
入
っ

た
」
「
組
合
の
つ
な
が
り
、
情

報
共
有
が
力
に
な
っ
て
い
る
」

（
東
北
大
）
、
「
コ
ロ
ナ
で
活

動
の
７
分
で
あ
る
『
楽
し
み
』

が
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
６
月

か
ら
会
議
を
再
開
、
裁
判
で
は
、

福
島
案
件
で
元
年
金
局
長
の
香

取
氏
を
証
人
と
し
て
呼
べ
る
か

も
し
れ
な
い
」
（
年
金
者
）
、

「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
予
防
的
な
実

施
を
求
め
て
２
市
３
町
に
交
渉
、

行
政
は
上
意
下
達
、
下
か
ら
ど

う
や
っ
て
上
げ
て
い
く
か
」

（
自
治
体
一
般
）
、
「
プ
リ
ン

ト
漬
け
で
子
ど
も
た
ち
が
勉
強

嫌
い
に
な
っ
て
い
る
、
宮
城
県

は
不
登
校
ワ
ー

ス
ト
１
、
女

性
県
議
と
懇

談
し
、
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況

を
聞
い
て
も

ら

っ

た

、

『
い
き
と
ど

い
た
教
育
を

求
め
る
署
名
』

に
協
力
を
」

「
平
和
を
願

う
多
く
の
人

の
力
で
核
兵

器
禁
止
条
約

が
１
月
22
日
に
発
効
さ
れ
る
、

日
本
政
府
に
批
准
さ
せ
る
運
動

が
重
要
」
（
宮
教
組
）
、
「
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
窓
口
は
ほ
と
ん

ど
が
非
正
規
で
、
３
年
で
の
雇

止
め
も
行
わ
れ
て
い
る
、
『
小

さ
な
政
府
』
は
非
正
規
が
担
っ

て
い
る
」
（
国
公
）
な
ど
、
９

単
組
・
単
産
11
名
か
ら
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
と
め
の
報
告
の
後
、
新
役

員
を
選
出
し
て
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

（
新
役
員
体
制
は
２
面
に
掲
載
）
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２
０
２
０
年
12
月
12
日
、
全

労
連
会
館
と
各
地
方
組
織
等
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
で
、
２
０

２
１
年
全
労
連
女
性
部
国
民
春

闘
討
論
集
会
・
第
32
回
女
性
部

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
に
は
、
東
京
中
央
法

律
事
務
所
の
青
龍
美
和
子
弁
護

士
を
講
師
に
「
非
正
規
の
格
差

是
正
を
求
め
る
裁
判
の
最
高
裁

判
決
を
受
け
て
」
の
学
習
会
が

あ
り
ま
し
た
。
1
時
間
と
い
う

短
い
時
間
で
し
た
が
、
非
正
規

労
働
者
の
格
差
是
正
を
求
め
る

三
つ
の
裁
判
に
対
し
て
、
10
月

に
最
高
裁
か
ら
出
さ
れ
た
判
決

に
つ
い
て
、
メ
ト
ロ
コ
マ
ー
ス

事
件
を
中
心
に
、
大
阪
医
科
薬

科
医
大
事
件
、
日
本
郵
便
事
件

も
含
め
て
、
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
「
非
正
規
労
働

者
は
勝
っ
て
い
る
」
と
い
う
言

葉
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
当
事
者
に
す
れ
ば
納

得
が
い
か
な
い
部
分
も
多
い
判

決
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
一
部

と
は
言
え
、
無
期
雇
用
労
働
者

と
有
期
労
働
者
の
労
働
条
件
に

不
公
正
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
た

イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

午
後
か
ら
の
春
闘
討
論
集
会

は
、
舟
橋
初
恵
女
性
部
長
の
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た
主
催

者
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
日
本
共
産
党
か
ら

紙
智
子
参
議
院
議
員
が
駆
け
付

け
た
ほ
か
、
全
労
連
初
の
女
性

議
長
と
な
っ
た
小
畑
雅
子
さ
ん

が
「
単
産
・
地
方
組
織
の
意
思

決
定
の
場
に
女
性
の
参
画
を
」

と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
８
単
産
・
10
地

方
組
織
・
18
名
が
発
言
し
ま
し

た
。
宮
城
か
ら
は
、
11
月
29
日

の
第
27
回
定
期
大
会
の
様
子
、

「
ド
レ
イ
工
場
」
上
映
会
、
宮

城
は
た
ら
く
女
性
の
つ
ど
い
や

国
際
女
性
デ
ー
宮
城
県
集
会
へ

の
と
り
く
み
状
況
、
女
川
原
発

再
稼
働
や
３
病
院
統
合
問
題
に

つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

大
西
玲
子
女
性
部
事
務
局
長

は
ま
と
め
の
答
弁
で
、
「
元
気

に
交
流
し
て
い
る
状
況
が
報
告

さ
れ
、
心
強
く
感
じ
た
。
コ
ロ

ナ
の
中
で
の
職
場
の
実
態
を
話

し
合
え
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
。

女
性
部
の
語
り
合
い
は
具
体
的

で
、
参
加
者
が
共
感
を
持
て
る
。

女
性
部
運
動
が
労
働
運
動
を
広

げ
て
い
く
と
感
じ
た
。
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
で
機
関
会
議
に
女
性
が
参
加

し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
積
極

的
に
参
加
し
よ
う
。
１
月
の
全

労
連
の
評
議
員
会
に
女
性
が
３

割
参
加
し
、
発
言
し
て
ほ
し
い
。
」

と
述
べ
ま
し
た
。

残
念
だ
っ
た
の
は
、
続
い
て

開
催
さ
れ
た
第
32
回
女
性
部
委

員
会
で
、
大
西
事
務
局
長
の
退

任
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。

北
海
道
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
母

様
の
介
護
の
た
め
と
の
こ
と
。

で
も
、
大
西
さ
ん
の
こ
と
で
す
。

生
ま
れ
故
郷
に
戻
っ
て
、
ま
た

活
躍
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
女
性
部
長

永
田

淳
子

国
公
）
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女性部の運動が労働運動を広げていく

全労連女性部2021年国民春闘討論集会・第32回女性部委員会
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藤
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オンライン併用で行われた春闘討論集会の様子



12
月
５
日
、
フ
ォ
レ
ス
ト
仙

台
に
て
宮
城
県
春
闘
共
闘
会
議

主
催
の
21
春
闘
討
論
集
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
加
盟
17
団
体
、

41
名
が
参
加
し
、
春
闘
方
針
を

決
定
し
職
場
の
現
状
を
共
有
す

る
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

記
念
講
演
と
し
て
前
全
労
連

議
長
で
全
労
連
顧
問
・
小
田
川

義
和
氏
の
「
『
安
倍
政
治
』
の

転
換
と
労
働
組
合
の
役
割
」
と

題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

小
田
川
氏
は
「
安
倍
首
相
任

期
中
に
民
間
消
費
支
出
は
減
り

格
差
と
貧
困
が
広
が
り
、
非
正

規
職
員
が
増
え
労
働
環
境
の
劣

化
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。

こ
の
コ
ロ
ナ
危
機
で
新
自
由
主

義
の
弊
害
や
社
会
の
脆
弱
性
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
命
を
守
る

医
療
介
護
現
場
は
悲
鳴
を
上
げ

て
い
る
。
菅
政
権
に
代
わ
っ
て

も
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
実
態
に

あ
わ
な
い
政
策
で
従
来
以
上
に

自
己
責
任
の
押
し
付
け
に
終
始

し
、
国
民
に
動
揺
を
あ
た
え
て

い
る
。
国
民
は
『
安
倍
政
治
・

新
自
由
主
義
と
は
違
う
政
治
』

を
求
め
て
い
る
。
い
ま
こ
そ

『
軍
事
費
を
暮
ら
し
と
命
に
ま

わ
せ
』
の
声
を
上
げ
る
時
。
２

０
１
５
年
の
安
保
法
制
強
行
採

択
の
あ
と
、
市
民
が
立
ち
上
が

り
、
野
党
を
動
か
し
野
党
共
闘

の
形
を
作
っ
た
。
こ
の
胎
動
を

大
切
に
育
て
政
治
を
労
働
者
・

国
民
の
手
に
取
り
戻
そ
う
。
社

会
正
義
を
掲
げ
政
治
の
仕
組
み

の
大
本
を
変
え
て
い
こ
う
。
遅

く
て
も
来
年
中
に
選
挙
は
あ
る
。

安
保
法
制
反
対
・
憲
法
守
る
立

場
を
貫
き
立
憲
野
党
が
一
枚
岩

に
な
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
語

り
ま
し
た
。

（
武
井

あ
お
い

県
労
連
）

太
平
洋
戦
争
開
戦
か
ら
79
年

目
と
な
る
12
月
８
日
、
「
平
和

を
守
る
母
親
・
女
性
た
ち
の
全

国
連
鎖
行
動
」
が
全
国
で
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。

仙
台
市
で
は
錦
町
公
園
で
ミ

ニ
集
会
を
開
き
、
一
番
町
商
店

街
を
行
進
後
、
平
和
ビ
ル
前
で

リ
レ
ー
ト
ー
ク
や
赤
紙
配
布
と

署
名
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

ミ
ニ
集
会
で
は
た
く
さ
ん
の

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
掲
げ
、
「
青

い
空
」
等
を
歌
い
、
リ
レ
ー
ト
ー

ク
で
は
主
催
者
を
含
め
12
名
が

政
治
へ
の
怒
り
と
運
動
の
報
告
、

今
後
の
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

県
労
連
の
永
田
淳
子
女
性
部

長
は
労
働
者
の
立
場
か
ら
「
労

働
組
合
が
な
ぜ
平
和
運
動
に
と

り
く
む
の
か
。
『
平
和
な
く

し
て
平
等
な
し
』
、
戦
争
に

な
れ
ば
立
場
の
弱
い
者
が
切

り
捨
て
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

医
療
労
働
者
は
コ
ロ
ナ
で
今

日
の
よ
う
な
活
動
に
は
と
り

く
め
な
い
状
況
だ
が
、
こ
れ

ま
で
『
再
び
白
衣
を
血
で
汚

さ
な
い
』
と
平
和
運
動
に
と

り
く
ん
で
き
た
。
国
公
労
働

者
は
、
戦
争
に
な
れ
ば
、
例

え
ば
気
象
台
が
天
気
予
報
を

出
せ
な
く
な
っ
た
り
、
国
民
の

権
利
を
制
限
す
る
よ
う
な
こ
と

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

そ
う
い
う
状
況
に
し
て
は
な
ら

な
い
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。

県
内
21
カ
所
で
２
０
０
名
が

参
加
し
、
赤
紙
を
５
３
０
０
枚

配
布
し
ま
し
た
。

（
事
務
局
長

高
橋

京

東
北
大
学
）
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国際女性デー第６１回宮城県集会

とき：３月８日（月）１８：３０～２０：３０

ところ：エル・パーク仙台セミナーホール

講師：浅倉むつ子さん

「ジェンダー平等の実現めざして

女性の権利を国際基準に！」

21
春
闘
討
論
集
会

政
治
を
労
働
者
・
国
民
の
手
に

軍
事
費
を
暮
ら
し
と
命
に
ま
わ
せ

平
和
を
守
る
母
親
・
女
性
た
ち
の
全
国
連
鎖
行
動

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
平
和
と
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え

記念講演を行う小田川義和氏

明るく元気にピースウォーク



２
月
６
日
、
女
性
部
が
事
務

局
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
て
き

た
「
第
30
回
宮
城
は
た
ら
く
女

性
の
つ
ど
い
」
が
仙
台
市
福
祉

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

一
昨
年
11
月
に
「
第
64
回
は

た
ら
く
女
性
の
中
央
集
会
」
が

仙
台
市
内
で
開
催
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
昨
年
は
開
催
さ
れ
ず
、

今
回
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

「
学
習
」
と
「
癒
し
」
を
交

互
に
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
「
癒
し
」
と
い
う
こ
と

で
、
遠
藤
園
子
さ
ん
（
ク
リ
ス

タ
ル
ボ
ウ
ル
演
奏
者
・
ホ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ス
ト
）
に
よ

る
「
ク
リ
ス
タ
ル
ボ
ウ
ル
の
演

奏
と
お
話
」
を
聴
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染

拡

大

防

止

の

観

点

か

ら

参

加

人

数

を

絞

り

、

講

師

も

含

め

て

22

名

の

参

加

と

な

り

ま

し
た
。

戸
田
祥
子
実
行
委
員
長
（
高

教
組
）
が
開
会
の
挨
拶
で
、
高

等
学
校
・
障
害
児
学
校
の
現
状

を
話
し
た
ほ
か
、
医
労
連

女
性
部
か
ら
の

医
療
現
場
の
状

況
を
角
田
秀
子

さ
ん
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ

Ｔ
Ｕ
通
信
労
組
）

が
、
東
北
大
学

生
協
の
コ
ロ
ナ

禍
で
の
食
堂
部

の
パ
ー
ト
の
た

た
か
い
に
つ
い

て
佐
々
木
政
枝

さ
ん
（
宮
城
一
般
）
が
、
代
わ
っ

て
報
告
し
ま
し
た
。

色
も
形
も
様
々
な
ク
リ
ス
タ

ル
ボ
ウ
ル
が
奏

で
る
音
色
は
、

と
て
も
不
思
議

な
響
き
で
、
正

に
癒
さ
れ
る
も

の
で
し
た
。

ク
リ
ス
タ
ル

ボ
ウ
ル
を
聴
く

と
眠
く
な
る
人

も
多
い
と
い
う

こ
と
、
ま
た
、

会
場
が
和
室
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
参
加
者
は
思
い
思
い
の
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
姿
勢
で
そ
の
音

色
に
浸
り
ま
し
た
。
話
を
す

る
遠
藤
さ
ん
の
声
も
と
て
も

素
敵
な
「
ヒ
ー
リ
ン
グ
ボ
イ

ス
」
で
、
思
わ
ず
聴
き
入
り

ま
し
た
。

閉
会
の
挨
拶
で
伊
藤
真
弓

副
実
行
委
員
長
（
宮
教
組
）

は
、
「
こ
こ
で
学
校
現
場
の

話
を
す
る
と
せ
っ
か
く
の
癒

さ
れ
た
気
持
ち
が
台
無
し
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
な
い

こ
と
に
す
る
」
「
聴
い
て
い

て
、
①
胎
内
、
②
宇
宙
、
③
昇

天
、
④
原
始
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮

か
ん
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
も
「
身
体
が
軽
く
な
っ

た
・
温
か
く
な
っ
た
」
「
肩
や

膝
の
痛
み
が
薄
ら
い
だ
」
「
目

が
パ
ッ
チ
リ
し
た
」
と
い
う
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
傷
つ
い
た
心
と

身
体
を
癒
す
貴
重
な
時
間
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

第
30
回
宮
城
は
た
ら
く
女
性
の

つ
ど
い
実
行
委
員
会
事
務
局
長

女
性
部
長

永
田

淳
子

（
国
公
）
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第30回宮城はたらく女性のつどい

コロナ禍で傷ついた心と身体を癒してくれた

不思議な音色～クリスタルボウル

密を避けて参加人数を制限

声も素敵な遠藤さんの話に聴き入りました

不思議な音色を奏でるクリスタルボウル


